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民族フォーラム創立 20周年

２０
年
の
節
目
に
感
謝
を
込
め
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
民
族
フ
ォ
上
フ
ム
理
事
長
山
本

孟
人

民
族
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
し
て
２０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
団
体

が
今
日
あ
る
の
は
全
て
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
本
日
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

団
体
活
動
を
振
り
返
れ
ば
決
し
て
順
風
満
帆
と
は
云
え
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
２０
年
で
し
た
。
志
を
共
に
す
る
諸
先
輩
と
接
し
た
経
験
を
活
か

し
、
団
体
の
仲
間
同
志
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
国
際

化
が
進
展
す
る
今
日
に
お
い
て
、
た
と
え
文
化
背
景
が
異
な
っ
て
い
て
も
相
互
理
解
が

深
ま
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、
地
球
市
民
の
視
点
で
一
人
ひ
と
り
の
努
力
に

よ
っ
て
大
き
な
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
埼
玉
県
内
で
中
国
語
教
室
の
世
話
役
を
務
め
た
こ
と
が
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
友
人
の
中
国
留
学
生
の
招
き

で
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
地
に
は
主
に

イ
ス
ラ
ム
系
の
ウ
イ
グ
ル
族
・カ
ザ
フ
族
等
が
暮
ら
し
て
い
て
、
漢
民
族
と
は
異
な
る

雰
囲
気
が
漂
う
街
の
風
情
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
出
会
っ
た
人
た
ち
が
宗
教

の
壁
を
乗
り
越
え
て
親
し
く
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
巴
（と
ん
ぱ
）文
字
を
生
ん
だ
雲
南
省
、
さ
ら
に
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
の
起
点

で
あ
る
福
建
省
に
も
親
善
友
好
訪
間
団
を
派
遣
し
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ

の
２０
年
間
で
中
国
に
は
計
１０
度
訪
問
し
、ベ
ト
ナ
ム
に
は
国
際
協
力
訪
間
団
を
２
回

派
遣
し
ま
し
た
。

一
方
、
活
動
領
域
の
広
が
り
に
伴
い
、
２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し

た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
途
上
国
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
新
村
栄

理
事
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
長
）
が
、
日
本
の
外
務
省
、
郵
政
省
、
埼
玉
県
等
の
助
成
金
制

度
を
活
用
し
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
視
覚
障
が
い
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
「点
字

算
数
教
材
の
開
発
」
や
「マ
ッ
サ
ー
ジ
技
能
訓
練
指
導
」
を
行
い
ま
し
た
。
ヽヽ
キ
ン
マ
ー

で
は
石
井
茂
・八
木
勲
・安
室
龍
男
の
３
人
の
理
事
が
中
心
と
な
り
、
埼
玉
県
の
国
際

貢
献
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
５
年
か
ら
今
日
ま
で
、
当
団
体
と
の
連
携
の
も
と
に
消

防
車
・救
急
車
等
の
緊
急
車
両
計
２９
台
の
無
償
供
与
の
実
績
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
緊
急
車
両
無
償
供
与
事
業
が
長
年
に
わ
た
り
持
続
で
き
た
の
は
、
歴
代
駐
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
の
御
教
示
及
び
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
ダ
ム
夫

妻
理
事
が
、
２
０
０
９
年
に
コ
ル
カ
タ
に
て
技
能
取
得
か
ら
就
労
ま
で
の
工
程
を
包

括
し
た
縫
製
工
房
を
開
設
し
ま
し
た
。
バ
ン
グ
一ス
ア
シ
ユ
で
は
小
林
レ
イ
コ
理
事
が
、

２
０
１
２
年
か
ら
「ダ
ツ
カ
山
形
友
好
病
院
」
に
勤
務
し
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
日
本

式
の
看
護
師
育
成
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
視
覚
障
が
い
者
が
編
ん
だ
二
つ
編

み
を
使
っ
た
巾
着
や
マ
ッ
ト
、
イ
ン
ド
縫
製
品
（小
間
物
）を
そ
れ
ぞ
れ
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
し
て
商
品
化
し
、
日
本
国
内
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
展
示
販
売
し
て
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

ま
た
国
内
で
は
、
地
域
の
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
間
の
連
携

を
核
と
す
る
協
力
団
体
が
互
恵
関
係
を
生
み
出
す
目
的
で
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
多
文
化
共
生

協
働
セ
ン
タ
ー
・川
口
」
、
「マ
ン
ンヽ
ョ
ン
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
、
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
愛
育
セ
ン
タ
ー
」
、
「イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
川
口
」
の
４
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
混
沌
と
す
る
世
界
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「貧
困
を
な
く
そ
う
」
に
特
化
し
て
、
引
き
続
き

途
上
国
支
援
及
び
異
文
化
理
解
と
多
文
化
共
生
を
可
能
に
す
る
社
会
を
実
現
す
る

活
動
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
当
団
体
会
員
が
一丸
と
な
っ
て
役
立
ち
た
い
と
新
た
に

決
意
し
ま
し
た
。
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10年以上にわたり、民族フォーラムは、べトナム盲人協会(Vietnam

Bhnd AssodattoniVBA)及びその地方支部の組織強化ならびに人材
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  O NPO法 人 辰 臓 フ※民族フォーラム協賛企業・会員直営店

リフォームは人とペットに
やさしい住まいづくり

にi重證軍デa“I
‐2機かりやすもヽ(イメージがパッと)
i議をヽ(メーカー直セラフ価格実現)
株式会社セラフ榎本8048‐ 265‐ 1883
http:ノ /www.sei.ne.jp

(本社〉

〒333‐ 0847川 □巾之中田2丁目34番地16号

〈東京支店〉 803-6687-6195
〒154‐0024東京都世田谷区三軒茶屋2丁目9番 18号

ハイムコサク1号室

ミャンマーホストダウン応援店

ミヤンマービール日本構代理店
は 社薇江商会)
〒331‐ 0071
埼玉県さいたま市西区高木371-1
TEL:048-625-8700 FAX:048-796-3037
E‐AAAIL:beer@fuJieShoukJ jp
http:/ノ短VⅥハ″fujieshoukaLjp

愛美アジアン
レストラン&カフェ

電,トメ
=ュ
ーよ呼事ち割弓1

デ■テー5'1騨手:

家庭料理専門店
OPEN ll:00～ 23:00

〒341-0011
埼玉県三郷市采女 1‐9051
TEL FAX:048‐ 951‐ 0355
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會 言距.剛議″ Q年9塾駆:購  。● 。
この活動の起点となつたのは1993年、シルクロード友好親善の旅であつた。
1997年 3月に任意団体「民族フォーラム」を創立した。
その後、NPO法人の資格を取得するまで、中国友好訪間団は10度の派遣を重ねた。
活動の多様化に伴い、2003年にベトナム事務所を開設し、現地訪間も実施した。
2009年にインドのコルカタに事務所を開設し、さらに2012年にはバングラデシュのダッカに活動
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ずヽ

一兌

了

敦慢・

ラクダに乗つて

支援と社会参カロの促進

く
「シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・

悠
久
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
」

写
真
展
・ビ
デ
オ
上
映
会
を

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
開
催

(昆明)

▲雲南省はミャンマー・ラオス・ベトナムと国境を

接し、25の少数民族が居住。昆明、西双版納、石
林を訪問し、ハニ族の農家へ。またタイ族の寺子
屋式寺院でお茶の接待も受けた。

ベトナム盲人協会に点字プリンター供与

※民族フォーラム協賛企業・会員直営店

NPO法人
「マンションGPSJセミナー

マンションのことなら

昴  
なんでもご相談下さい

¨

第37回 6月 23日 (土 )
第38回 7月 14日 (土)

管理組合運営。大規模修繕工事 etc

く連絡先〉TEL 048…254…7622
携帯090… 9310… 9500(村本)
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当社の商 品はすべて

「ベジタリアン」対応です。

ミヤンマーで日常的に食べ られているソー

ルフー ド、日常品などミャンマーで しか手に

入れることの出来ない品物を多数取 り揃えて
おります。

高田馬場は「リトル・ヤ ンゴン」と呼ばれ

ているほど、ミヤンマー文化を体験できる面

白い街です。

〒169‐0075 東京都新宿区高田馬場2197
タックイレブン11ビル902号
TEL・ FAX:03‐ 6273‐ 9936
携帯番号 1080‐4463‐7188

アンピカトレーディング株式会社体社)
〒I‖ ‐0051 東京都台東区蔵前3‐ 19‐2ア ンピカハウス

AMBIKA TRADiNC COMPANY(Httd Clnc●
Ambtt House,3‐ l,,Kuramae,Ta to‐ku,Tokyo,ll‐ 0051

.‐ 1111 1=|| ||||‐ _
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拠点を設置した。
2018年までミャンマーヘ消防車・救急車合わせて29台を無償供与することができた。
今後も国際貢献による徐 卜国の支援活動を継続したいと考えている。

タイ国を思わせる寺院 (雲南省・西双版納 )

塀肖あ5理J夢気分
▲文化や宗教。人・物などさまざまなモノが行き
交つたシルクロード。
玄装三蔵もこの道を通つてインドを往来した。
ウイグル族とカザフ族との出会い、古代遺跡に
感動 !l

民族フォーラム視
察回 (ベ トナム盲人
協会NGO連 携無償
資金協力事業)

劃

ローマに通じる道 (ウルムチ～トルフアン)

バングラデシユ(グッカ)看護師指
導

インド(コルカタ)の縫
製工房

RENrALm暦

蟄 ぽ 劃

SADIATEC CO LTD
〒101‐0021.Tokyo.Chiyoda― Ku,
Sotokanda 4‐ 5‐ 5,Ak ba‐ Mitakikan 5F

TEL:03‐ 3255‐ 5861

sadiatec 服 亀lil憲雲 i署_A488
株式会社 サデイアテツク Mall:info@sad atec com
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堕 題鋼

鶯

渾
珈

2oJ 諄仄

・写真で見る民族フォーラム、20年のあゆみ
・琵琶演奏
0インド古典舞踊
・みんな笑顔で唄おう他

ミャンマー

インド

   |      

べ

|ナ

ム

バングラディシユ |

「ミャンマー
の い ま !:」

～ミャンマーをもつと知ろう～

講師
株式会社 藤江商会副社長

藤江 ミイ女史

参加者みなさまへ

ミャンマービール・

ワイン・シャープペンを

差し上げます。

鋤嬰燕喝

〈申込先〉民族フォーラム TEL.090‐2541‐7217(山本)/マンシヨンGPS TEL.090‐9310‐9500(村本)
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